
新庄原市誕生（2005.3）

大相撲庄原さとやま場所開催
（2010.10）

オープンガーデンスタート
（2011.５）

県立広島大学と包括的連携・協力
協定締結（2006.3）

庄
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
特
集

ふるさと庄原
―次のステージへ―

平
成
17
年
３
月
31
日
、
庄
原
市
・
西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高
野
町
・
比
和
町
・

総
領
町
の
１
市
６
町
が
１
つ
に
な
り
、
新
庄
原
市
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
10
年
。
め
で
た
く
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
次
の
10
年
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
庄
原
市
の
こ
れ
か
ら
を
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
か
ら
６
カ
月
連
続
で
記
念
特
集
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

月
庄
原
市
の
主
な
出
来
事

３
１
市
６
町
の
合
併
に
よ
り
、新
庄
原
市
誕
生

３
庄
原
市
カ
ー
プ
応
援
隊
結
成

３
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
竣
工

４
初
代
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
就
任

８
非
核
平
和
都
市
宣
言

９
合
併
記
念
式
典
開
催

12
高
野
で
積
雪
１
６
６
セ
ン
チ
を
記
録

１
記
録
的
な
豪
雪
。被
害
が
多
発

３
県
立
広
島
大
学
と
包
括
的
連
携
・
協
力
協
定
締
結

３
東
城
保
育
所
竣
工

４
田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
面
オ
ー
プ
ン

４
あ
け
ぼ
の
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

７
記
録
的
な
豪
雨
災
害
発
生

８
庄
原
市
農
林
振
興
公
社
設
立

７
合
併
５
周
年
記
念
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
催

10
中
国
綿
陽
市
友
好
締
結
20
周
年
記
念
式
典

10
庄
原
さ
と
や
ま
博
開
幕

10
庄
原
市
運
動
広
場
の
愛
称「
さ
く
ら
球
場
」に
決
定

10
大
相
撲
庄
原
さ
と
や
ま
場
所
開
催

10
備
北
西
部
地
区
農
道
全
線
開
通

１
月
に
１
度
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト

１
小
奴
可
保
育
所
新
園
舎
完
成

１
三
楽
荘
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

２
韓
国
ド
ラ
マ「Sign

」が
庄
原
市
で
ロ
ケ

３
篠
堂
川
復
旧
記
念
碑
建
立

３
高
野
中
学
校
が
移
転

４
君
の
い
る
町
×
庄
原
市
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
開
始

４
庄
原
市
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

４
高
野
町
湯
川
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
完
成

４
久
保
善
博
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

　
庄
原
市
10
年
の
歩
み

2005（Ｈ17） 年2006（Ｈ18）

2010（Ｈ22）2011（Ｈ23）
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市役所新庁舎完成（2009.3）

野外音楽ライブSETSTOCK終了
（2012.８）

国営備北丘陵公園北入口オープ
ン（2008.4）

比和自然科学博物館地学分館オ
ープン（2012.7）

森のペレット工場完成（2010.3）

松江自動車道開通・道の駅たかの
オープン（2013.3）

キョロやまくん誕生（2010.6）

比婆牛振興に関する協定締結
（2014.7）

５
初
の
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
施

12
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

３
庄
原
中
学
校
新
校
舎
完
成

３
高
野
高
原
ス
キ
ー
場
閉
鎖

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

４
総
領
地
域
で
過
疎
地
有
償
運
送「
こ
ま
わ
り
く
ん
」運
行
開
始

４
一
般
社
団
法
人
庄
原
市
観
光
協
会
設
立

７
比
和
自
然
科
学
博
物
館
地
学
分
館
オ
ー
プ
ン

７
ま
ち
な
か
広
場
オ
ー
プ
ン

７
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
来
館
者
３
０
０
万
人
達
成

７
広
島
県
北
部
地
域
移
動
診
療
車
運
行
開
始

７
久
岡
昇
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

８
10
年
続
い
た
野
外
音
楽
ラ
イ
ブSETSTO

CK'

が
終
了

10
石
原
和
幸
さ
ん
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

２
東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・
東
城
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成

３
松
江
自
動
車
道
開
通
・
道
の
駅
た
か
の
オ
ー
プ
ン

３
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
竣
工

３
下
高
保
育
所
閉
所

３
庄
原
保
育
所
・
高
野
保
育
所
園
舎
完
成

４
庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
開
設

４
木
山
耕
三
庄
原
市
長
誕
生

４
林
英
哲
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

７
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
指
定
50
年

11
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
策
定

12
庄
原
赤
十
字
病
院
増
改
築
完
了

１
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
方
針
決
定

２
東
城
小
学
校
新
校
舎
・
共
同
調
理
場
完
成

３
谷
繁
元
信
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

３
市
民
会
館
駐
車
場
完
成

３
庄
原
中
学
校
改
築
事
業
完
了

７
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
設
立
・
比
婆
牛
振
興
に
関
す
る
協
定
締
結

７
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
庄
原
い
ち
ば
ん
え
え
ね
開
設

８
西
田
篤
史
さ
ん
庄
原
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

８
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
格
始
動

10
庄
原
ダ
ム
定
礎
式

８
市
の
花（
桜
）、市
の
木（
ブ
ナ
）制
定

１
長
期
総
合
計
画
策
定

３
敷
信
み
の
り
保
育
所
竣
工

４
上
野
総
合
公
園
エ
リ
ア
拡
大
オ
ー
プ
ン

４
庄
原
共
同
調
理
場
竣
工
・
庄
原
中
学
校
完
全
給
食
開
始

１
市
役
所
新
庁
舎
着
工

３
ド
ル
フ
ィ
ン
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
閉
鎖

３
市
内
９
小
学
校
が
休
校
・
比
和
、山
内
小
が
統
合
ス
タ
ー
ト

３
山
内
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
完
成

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
オ
ー
プ
ン

４
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
稼
動

４
西
城
・
高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
ス
タ
ー
ト

５
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

12
緊
急
経
済
・
生
活
支
援
対
策
本
部
設
置

３
庄
原
市
役
所
新
庁
舎
竣
工

３
庄
原
格
致
高
校
高
野
山
分
校
閉
校

４
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
再
選

５
庄
原
市
総
合
体
育
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成

６
庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
発
足

６
三
軒
茶
屋
竣
工

７
三
楽
荘
取
得

９
市
民
ひ
ろ
ば
完
成

11
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
設
立

１
市
民
タ
ク
シ
ー
事
業
開
始

１
庄
原
雪
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
が
雪
室
を
建
設

３
比
和
小
屋
内
運
動
場
完
成

３
庄
原
市
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
完
成

３
内
堀
小
・
帝
釈
小
が
休
校

４
東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設「
え
び
す
」オ
ー
プ
ン

４
紅
梅
通
り
三
軒
茶
屋
オ
ー
プ
ン

５
街
道
東
城
路
が
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に
認
定

６
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
キ
ョ
ロ
や
ま
く
ん
」誕
生

７
庄
原
市
豪
雨
災
害
発
生

７
庄
原
焼
き
誕
生

７
移
動
販
売
車「
あ
ん
し
ん
号
」運
行
開
始

2007（Ｈ19）2008（Ｈ20）2009（Ｈ21）2010（Ｈ22）

2012（Ｈ24）2013（Ｈ25）2014（Ｈ26）

 7　2015.4 ／広報しょうばら



　
こ
の
10
年
で
人
も
地
域
も
「
庄

原
市
」
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
、
自
治
振
興
区
が
で

き
た
こ
と
。
以
前
は
何
を
す
る
に

も
行
政
が
主
導
し
、
住
民
は
受
け

身
で
し
た
が
、〝
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
〞
と
い
う

意
識
が
住
民
の
中
に
浸
透
し
つ
つ

あ
り
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ

た
庄
原
市
全
域
の
地
域
間
交
流
も

行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
課
題
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、
常

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
取
り
組
む
こ
と

が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

中
国
や
ま
な
み
街
道
を
含
め
市
内

の
施
設
や
道
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

は
充
実
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
ソ
フ
ト
面
、
教
育
面
の

充
実
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　
合
併
し
た
こ
と
で
、
市
町
の
交

流
、
人
の
流
れ
が
で
き
、
交
流
人

口
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
し
、
市

町
の
垣
根
は
な
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
は
準

備
期
間
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

頑
張
っ
て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
、

地
域
が
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
行
政
、
農

林
業
、
経
済
界
が
連
携
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
性
は
大
事
に
し
な
が
ら

も
、
旧
町
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
オ
ー
ル
庄
原
と
い
う
視
点
で

取
り
組
む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
不
可
欠
だ
と
思

い
ま
す
。

　
課
題
は
つ
き
も
の
で
す
が
、
住

む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
が
満
た
さ

れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　保険料などの料金を低く抑えるな
ど、良い方向に統一されたと思いま
すし、旧役場の機能を維持しながら、
自治振興区との協働によるまちづくり
を進めるなど、他市と比べてもうま
い合併をしていると評価しています。
　今後はやはり定住対策が欠かせな
いと思います。定住者を増やす一案
として、市営住宅の販売を検討して
みてもいいと思います。他市では設
計段階から転入家族の意向を聞き、
住宅建設をして成果が上がっている
ところもあるようですので、そういっ
た視点で事業を進めることで、転入
者増にもつながるのではないでしょ
うか。

　やはり大きな出来事は、中国やまな
み街道の開通、道の駅たかのが出来た
ことですね。
　にぎわいが生まれていることもあり
ますが、加えて、高齢者の方の活躍の
場も広がったと感じています。それを
実感したのが、上高自治振興センター
で行っている、地元の高齢者の方にお
世話になっている俵作り。作成された
俵が道の駅で売れたことで、ものすご
く励みになったようです。俵作成の実
演会も好評で、皆さんとても生き生き
とされています。そうした高齢者の方
のパワーをもっと生かせることができ
れば、もっと元気なまちになると思い
ます。

　比和支所２階の旧議場を改修してで
きた比和自然科学博物館地学分館は特
に自慢したい施設です。収蔵品の数・
質ともにすごく、来られた方にはとて
も好評です。ですが、まだまだ知られ
ていないのが残念ですし、もったいな
いです。中国やまなみ街道が開通した
ことで、人の流れを実感しますので、
もっとアピールして、多くの人が訪れ
てくれたらいいですね。
　それと、比和では良質のそばが取れ
ますが、食べられるお店が町内にない
ので、お店が出来れば、吾妻山から博
物館、そばを食べて－といった周遊ルー
トができ、訪れる人ももっと増えると
思います。

市民の皆さんに、庄原市への思い、今後への期待の声を聞きました。

伊
藤
郁
夫
さ
ん（
西
城
町
）

岩
瀧
朋
子
さ
ん（
口
和
町
）

倉
岡
美
由
貴
さ
ん（
比
和
町
）

林
　
美
千
恵
さ
ん（
高
野
町
）

延
清
　
圭
祐
さ
ん（
総
領
町
）
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募
集市制施行10周年

記念協賛事業を

　
子
ど
も
た
ち
が
、
庄
原
が
好
き

だ
と
思
え
る
地
域
で
な
け
れ
ば
、

今
後
ど
ん
ど
ん
市
外
へ
出
て
行
っ

て
し
ま
う
ば
か
り
な
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
成
長
す
る
過
程
で
「
庄

原
が
好
き
」「
庄
原
に
残
り
た
い
」

と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
大
人
た

ち
が
努
力
し
て
い
く
こ
と
。
子
ど

も
に
愛
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
み

ん
な
で
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

関くん　：①雄橋などの自然とおいしい食べ物
　　　　　②事故のないみんなが安心してくらせるまち
入江くん：①亥の子など昔から続いている行事
　　　　　②川や空気がずっときれいなまち
下原くん：①東城運動公園②どんな人でもスポーツが楽しめるまち
妹尾くん：①昔の建物が受け継がれているところ
　　　　　②やりたいことが何でもできるまち
重藤くん：①人が優しい②昔の町並みや建物が残るまち
赤木くん：①自然が豊かなところ②安心してずっと暮らせるまち

「東城大好き！」とみんな笑顔で話してくれました。

　
庄
原
市
は
田
舎
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
、
生
活
す
る
の
に
不
便
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
住
ん
で
み

る
と
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
人
の

つ
な
が
り
も
あ
た
た
か
い
で
す
し
、

と
て
も
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
都

会
に
は
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
庄
原
に
住
ん
で
い
る
大

学
生
が
そ
う
し
た
地
域
の
人
と
接

す
る
機
会
が
少
な
く
、
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
接
点
を
も
っ
と
つ
く
っ

て
い
け
れ
ば
、
学
生
も
庄
原
に
愛

着
を
持
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

県
立
大
学
は
地
域
づ
く
り
に
も
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
域
と
大
学
の
距
離
を
縮
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

記念すべき市制施行10周年を市
民の皆さんとともに祝うため、平成
27年度中に各種団体、企業などが
実施する事業・イベントを『市制
施行10周年協賛事業』として募
集します。

【対象となる事業】
①４月１日から平成28年３月31日
までの期間に実施される事業
②市制施行10周年を記念した事
業で、市の活性化やＰＲにつなが
る事業
③市民参加による地域の特色を生
かした事業

【対象団体】
民間団体、文化・芸術団体、各種
スポーツ団体、自治振興区、公共
団体など

【協賛内容】　　　　　　　　　　
協賛事業として承認された場合は、
次の支援を受けることができます。
①庄原市制施行10周年記念ロゴ
マークを利用することができます。
②市のホームページにイベントなど
の情報を掲載します。
③申請により補助金を受けること
ができます。（記念ロゴマークの使
用とは別に申請が必要です。）

【申請受付期間】
●記念ロゴマーク利用
　11月30日まで
●協賛事業補助金
　10月31日まで
※申請書は総務課または各支所総
務室に備え付けてあります。市ホ
ームページからもダウンロードでき
ます。
詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ
総務課行政係　☎0824-73-1123

次の10年へ、庄原市にエール

仲
　
正
人
さ
ん（
三
日
市
町
）

関
　
　
大
智
く
ん

入
江
信
乃
介
く
ん

重
藤
　
拓
夢
く
ん

下
原
　
　
響
く
ん

妹
尾
　
清
音
く
ん

赤
木
　
　
俊
く
ん

合
併
し
た
年
に
生
ま
れ
た
東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

５
年
生
に
聞
き
ま
し
た
。

①
ま
ち
の
好
き
な
と
こ
ろ

②
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
？
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